
BPT03-09 会場:104 時間:5月 26日 11:54-12:09

底生有孔虫の石灰化過程におけるプロトン、炭素、カルシウム輸送の数理分析
Mathematical analysis of proton, carbon, and calcium transport during calcification pro-
cess of benthic foraminifera
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海洋性単細胞生物である有孔虫は、今日の海洋の炭酸カルシウムのおよそ 50%を生成しており、海洋における炭素サ
イクルの重要な部分を担っている。しかしながらその石灰化過程がどのようなメカニズムで進行し、どのように環境を
変えているのかは未だ理解されていない。
今回我々は、有孔虫の石灰化過程を理解するために行った pH分析の結果を報告する。まず pHを可視化することによ

り、石灰化過程にともなって有孔虫のまわりの pHが急速に低下することが確かめられた。これは有孔虫が石灰化時にプ
ロトンを能動的に外界に輸送していることを意味している。次に可視化した pH分布からプロトンの流束を見積もり、そ
の流束と釣り合うような内部へのカルシウム輸送を仮定して、そのカルシウムの流入総量と新しいチャンバーを作るた
めに必要な炭酸カルシウム量と比較した。これら結果を用いて、プロトンとカルシウムとの交換が石灰化過程に重要な
役割を果たしていることを提唱する。
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